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下葺透湿防水シート施工完了 平葺施工完了

瓦桟施工完了 丸瓦施工完了

瓦葺施工完了
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南面庇野地状況

南面庇瓦桟施工状況 南面庇丸瓦施工状況

南面庇平瓦施工状況

南面庇瓦葺施工完了
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竹小舞

竹小舞　内部より

下げ苧施工

下げ苧施工完了 下げ苧伏せこみ

荒壁土打付け

軒天小舞

軒天間渡竹
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荒壁裏押さえ 左官用下地用耐震ボード中塗り

中塗り目荒し軒天土塗

軒天土塗完了 内部中塗り仕上げ （南面）

内部中塗り仕上げ （北面）荒壁乾燥状況
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妻面小舞 懸魚廻り中塗り

妻面荒壁塗

破風小舞巻竹打付け 懸魚ヒゲコ打ち

破風砂漆喰 妻面懸魚破風漆喰塗完了

登り裏甲砂漆喰塗
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化粧隅木小舞巻竹打付け 腕木 ・ 出桁砂漆喰下地

垂木廻小舞巻竹打付け

垂木荒壁塗 化粧隅木廻漆喰塗

軒波型型板打付け 外部漆喰塗状況

軒裏漆喰仕上げ
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屋根漆喰乾燥確認 ヒゲコ

屋根モックアップ確認 ヒゲコ固定部

目地漆喰位置墨出し ヒゲコ伏せこみ

吸水防止剤塗布 下地砂漆喰施工
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鬼裏土塗込み 降棟屋根漆喰施工状況

鬼影盛 大棟砂漆喰施工状況

屋根目地漆喰施工完了
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建具目荒し

片引き戸剥落止部材打付け

片引き窓下地 漆喰仕上げ状況

乾燥状況 同上手掛廻詳細

片引き戸ヒゲコ ・ トンボ伏せこみ完了

トンボ ・ ヒゲコ伏せこみ
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消石灰

角又 同上

晒スサ

角又糊煮だし 焚き上げた糊に消石灰を投入して攪拌

角又を篩で濾す
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化粧鋲釘

和釘

乳金物

筋金金物 根巻金物

坪金物

閂廻金物

八双金物、 閂廻金物
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大扉仮組状況 大扉裏面

仕口詳細 搬入状況

大扉、 脇扉取付状況



写　

真　

図　

版

33

引分け戸建具調整状況

戸車

引分け戸内部側

引分け戸取付状況 同上開放状況

石落とし開き戸設置状況

石落とし開き戸取付状況

敷居レール取付状況
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不織布シート敷設 昇降階段基礎

敷砂状況

砂利敷きと樹脂マット 昇降階段床組み

砂利敷き完了 昇降階段完了

昇降階段組立
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石段石材搬入

石段据付前 二段目据付

三段目据付完了不織布敷設

砕石敷き均し転圧状況 四段目、 手摺取付完了

一段目据付
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埋設配管設置状況

埋め戻し転圧状況 披雲閣側プルボックス

披雲閣床下配線埋設標識シート敷設

桜御門配管立ち上げ部 桜御門小屋組配線

披雲閣分電盤回路増設
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スポットライトとピクチャーレール

非常用照明

分電盤、 総合盤中箱取付

埋め込み分電盤取付 避雷導線保護管

降棟廻り避雷導線

棟部避雷導線取付状況

鯱廻り避雷導線
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接地銅板埋設状況

接地銅棒打ち込み状況 差動式分布型感知器検出部及び警報ベル

接地端子盤 煙式光電スポット感知器検査状況

接地端子盤付コンクリート基礎 分電盤、 スイッチ、 コンセント機器収納箱

1 階天井差動式分布型感知器 （空気管）
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工事立会　北面　桝と配管 （南東から）工事立会　北面　煉瓦蓋水路と石垣の位置関係 （西から）

工事立会　北面　煉瓦蓋水路とコンクリ管 （西から）工事立会　北面　礎石下半の粗い加工痕

工事立会　北面　コンクリ管に開いた孔工事立会　北面　煉瓦蓋水路と縁石 （西から）

工事立会　南面　スロープ状のセメント （南西から）工事立会　南面　スロープ状のセメント （南東から）
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門扉の下がり止め

説明板桜御門内部の展示状況

解説パネル （ポップアップスタンド）解説パネル （壁掛け）

仕口模型 ・ 木材標本 （ハンズオン） 屋根漆喰模型 ・ 鯱瓦の型と予備瓦
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記録映像投影モニター 着脱式踏板保護板 （木製）

幔幕保管 ・ 展示ケース 木製ベンチ （柱の端材利用）

下足箱 パンフレットラック

監視カメラ 石落し転落防止パネル
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桜御門　棟札の表裏

焼損石材の屋外展示
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43立柱式の様子

上棟式の様子
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